
今
回
は
神
戸

大
学
医
学
部
弔

誉
教
授
。
兵
庫

県
立
成
人
病
臨

床
研
究
所
所
長

の
馬
場
茂
明
先

生
を
お
招
き
し

福
井
有
・
神
戸

Ｊ
Ｃ
理
事
長
と

対
談
し
て
頂
き

ま
し
た
。

☆
Ⅷ
年
は
日
本

に
と
っ
て
会
議

の
年

福
井
馬
場
先

生
の
国
際
糖
尿

病
学
会
議
と
、

私
ど
も
の
Ｊ
Ｃ

Ｉ
世
界
会
議
の

誘
致
が
奇
し
く

も
同
じ
例
年
に

開
か
れ
ま
す
。

開
催
に
至
る
ま

で
の
経
緯
を
お

聞
か
せ
下
さ
い

ま
す
か
。
又
、

こ
の
会
議
は
毎

を担う、私たちの願いを込めています。電話（0 7 8 ）3 0 3 - 0 0 7 5 ＦＡＸ（0 7 8 ）３０３－O 1 7 5K p n E J c

年
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

馬
場
３
年
に
１
度
で
、
今
年
で
妬
回

目
に
な
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
初
め
て

な
ん
で
す
。
近
頃
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
一
緒
で
し
て
、
世
界
各
地
で
会
議
を

g N m m D 社団法人神戸青年会議所雷‘ 理事長福井有
｢ 2 0 0 1 年へ君の夢をのせて」
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の
よ
う
な
企
画
を
し
、
運
営
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
色
々

な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
国
際
学

会
は
各
国
の
文
化
、
伝
統
、
環
境
、
人

種
の
差
を
明
ら
か
に
し
て
、
糖
尿
病
を

い
か
に
治
療
す
る
の
が
よ
い
の
か
、
さ

ら
に
予
防
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど

が
焦
点
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば

今
ま
で
の
も
の
と
違
っ
て
単
な
る
疫
学

統
計
の
み
で
な
く
、
目
的
意
識
の
あ
る

ハ
イ
リ
ス
ク
の
対
策
と
そ
の
成
績
の
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
を
３
年
毎
に
作
り
た
い
ん

で
す
。
２
０
０
０
年
に
向
か
っ
て
ど
う

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、
予
想
す

る
の
は
難
か
し
い
で
す
が
、
加
年
代
の

最
後
の
、
年
間
に
こ
れ
を
や
っ
た
為
に

心
筋
梗
塞
が
何
％
減
っ
た
と
か
い
う
様

に
、
具
体
的
に
効
果
が
あ
が
る
運
動
に

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
井
８
月
に
国
連
会
議
場
に
て
行
な

わ
れ
る
Ｊ
Ｃ
の
モ
デ
ル
国
連
に
参
加
す

る
の
で
す
が
、
先
進
国
、
開
発
途
上
国

の
ど
ち
ら
に
も
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
健
康
と
い
う
点
か
ら
先
生
は
如

何
お
考
え
で
す
か
。

馬
場
都
市
化
や
高
齢
化
問
題
は
、
開

発
途
上
国
に
も
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
に
、
そ
う
い
っ
た
国
は
急
速
な
変
化

の
為
に
不
健
康
な
発
腔
を
す
る
ん
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
応
じ
た
施
策
を

ど
の
様
に
し
て
と
ら
せ
る
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
緊
急
な
健
康
問
題
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、

施
策
を
自
ら
実
行
さ
せ
る
た
め
に
我
々

は
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
援

助
で
な
く
、
一
緒
に
な
っ
て
働
く
こ
と

で
す
。環

境
問
題
も
大
き
な
社
会
問
題
で
あ

り
、
今
後
一
層
、
環
境
と
健
康
の
問
題
を

考
え
て
い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

（
於
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
）

識
馬場茂明さん

開
き
た
い
と
誘
致
運
動
が
盛
ん
で
す
。

日
本
は
加
年
位
前
か
ら
運
動
を
行
な
っ

て
き
て
、
柘
年
の
マ
ド
リ
ッ
ド
大
会
で

投
票
が
あ
り
決
定
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
と
い
う
の
は
成
人
病
、
例
え

ば
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
の
ベ
ー
ス

に
な
る
病
気
で
し
て
、
国
際
的
に
も
注

目
を
あ
び
て
い
ま
す
。
大
会
の
参
加
者

は
、
５
０
０
０
人
位
で
そ
の
う
ち
学
者

が
３
０
０
０
人
で
残
り
は
患
者
さ
ん
と

看
護
婦
、
栄
養
士
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

検
査
技
師
の
方
々
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
教

育
な
ど
の
勉
強
の
為
に
来
て
話
し
合
い

ま
す
か
ら
Ｊ
Ｃ
の
活
動
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
医
師
の
み
な
ら
ず
患

者
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
や
る
会
と
い

う
の
は
あ
ま
り
な
く
て
こ
れ
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
会
だ
と
言
え
ま
す
。

別
年
と
い
う
年
は
、
日
本
全
体
と
し

て
、
特
に
神
戸
に
と
っ
て
は
大
変
な
年

に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

福
井
先
生
は
組
織
実
行
委
員
会
と
い

う
ん
で
し
ょ
う
か
、
学
会
の
メ
ン
バ
ー

で
神
戸
で
は
組
織
委
員
長
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
ね
。

馬
場
第
十
五
回
国
際
糖
尿
病
学
会
議

の
会
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
組
織
委
員
会
が
憐
成
さ
れ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
財
務
、
募
金
、
刊
行
、
広

報
、
会
場
設
営
、
式
典
委
員
会
か
ら
な

り
ま
す
。
日
本
側
と
外
国
側
か
ら
委
員

が
選
出
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
ホ
ス
ト
国

と
い
う
こ
と
で
す
。
会
長
と
し
て
、
ど

2３
１

# 百
際,

福井理事長
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甜蕊

市
長
、
吉
本
元
神
戸
市
会
議
長
、
ワ
シ

ン
ト
ン
州
立
エ
ド
モ
ン
ズ
大
学
総
長
な

ど
が
世
話
人
に
な
っ
て
の
祝
賀
会
は
、

威
勢
が
良
い
。

市
長
戦
の
し
こ
り
が
残
る
と
い
わ
れ

る
市
議
会
を
と
り
ま
と
め
て
行
く
最
高

の
お
人
柄
。

サ
ン
Ｔ
Ｖ
村
上
和
子
さ
ん
の
司
会
に

の
っ
て
、
世
話
人
代
表
祝
辞
も
力
が
入

り
、
溝
田
新
議
長
は
、
「
凪
世
紀
へ
向

１
１２４
１

熱
気
ム
ン
ム
ン
２
千
人
の
人
々
が
、

７
月
３
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
、
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
１
階
の
平
安
の
間
に

蕊
》
蝉

雲 蝋話題のひろぱ 話題のひろば１

１

溌毒
'３

翠弗

＜Ⅱ＞ ＜Ｉ＞

神
戸
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
神
戸
水

産
物
卸
協
同
組
合
理
事
長
で
、
市
民
に

お
な
じ
み
の
、
神
戸
お
さ
か
な
普
及
協

会
の
代
表
田
中
辰
夫
理
事
長
が
、
こ
の

ほ
ど
紫
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
の
大
輪
田
の
間
に
お

い
て
伽
人
の
大
祝
賀
会
が
、
６
月
配
日

に
開
催
さ
れ
た
。
〃
世
界
一
美
味
し
い

フ
ィ
ッ
シ
ュ
シ
テ
ィ
神
戸
″
を
め
ざ
し

て
、
兵
庫
県
と
神
戸
市
の
後
援
を
得
て

Ｗ
年
に
生
れ
た
神
戸
お
さ
か
な
普
及
協

会
は
、
田
中
理
事
長
の
愛
す
べ
き
神
戸

の
金
太
郎
と
呼
ば
れ
る
程
の
豊
か
さ
と

力
強
さ
と
暖
た
か
さ
、
そ
れ
に
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ア
で
次
々
と
「
季
節
の
お

さ
か
な
教
室
」
「
お
さ
か
な
情
報
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
「
女
性
の
た
め
の
シ

ー
フ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
」
な
ど
を
展
開
し

瀬
戸
内
海
の
美
味
し
い
お
魚
を
市
民
に

提
供
し
つ
づ
け
た
協
会
代
表
へ
の
栄
誉

あ
る
ご
ほ
う
ぴ
。
神
戸
市
（
笹
山
幸
俊

市
長
）
へ
消
防
活
動
へ
の
寄
附
を
さ
れ

る
な
ど
心
や
さ
し
い
お
人
柄
は
人
気
抜

群
で
あ
る
。

一
■
神
戸
市
議
会
議
長
就
任
祝
賀
会

､Ｘ執

〆
厩
凝
騨
醒
酔
錨画ｑ

神
戸
の
金
太
郎

田
中
理
事
長
を
祝
う

▲
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た

神戸市へ寄附する田中理事長夫妻
中西一郎参議院議員が乾杯の音頭とり

溝
田
弘
利
新
議
長

２
千
人
パ
ー
テ
ィ

お
い
て
、
神
戸
市
議
会
議
長
沸
田
弘
利

氏
の
就
任
を
祝
っ
た
。

貝
原
兵
庫
県
知
事
、
笹
山
幸
俊
神
戸

蹴猿尭氏黄綬褒章受章祝賀会亀；

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



モ
ー
ド
リ
ン
ダ

本
社
ビ
ル
に
完
成

蕊議

幽
西
神
に
格
調
高
く

米沢天真さんから満田議長に大扇を。見事な銃開きの勢揃い

７
月
Ⅳ
日
の
正
午
。
ア
パ
レ
ル
の
株

式
会
社
モ
ー
ド
リ
ン
ダ
（
三
浦
幸
術
代

表
取
締
役
社
長
）
の
、
西
神
本
社
（
〒

耐
１
ｍ
神
戸
市
須
磨
区
弥
栄
台
３
ノ
超

ノ
３
画
０
７
８
（
噸
）
５
０
０
０
）
が
完

成
し
た
。

和
風
建
築
を
思
わ
せ
る
風
格
あ
る
２

階
建
の
シ
ッ
ク
な
外
観
と
、
玄
関
を
入

る
と
大
理
石
が
美
し
い
明
る
い
欧
風
調

の
イ
ン
テ
リ
ア
。
三
浦
社
長
夫
妻
ら
の

出
迎
え
に
室
内
楽
の
演
奏
が
流
れ
る
。

応
接
室
、
社
長
室
も
和
風
と
洋
風
が
う

ま
く
と
け
あ
っ
て
い
る
と
い
う
、
建
築

文
化
賞
を
前
回
受
賞
し
た
だ
け
あ
っ
て

品
格
充
分
。
グ
ル
メ
の
社
長
に
ふ
さ
わ

し
く
豪
華
な
テ
ー
ブ
ル
に
約
測
名
の
招

待
客
は
満
足
げ
、
三
浦
社
長
は
「
本
社

を
西
神
に
移
し
、
大
型
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
新
神
戸
本
社
に
開
設
し
、
秋
に
は
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
に
も
進
出
い

た
し
ま
す
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
す
る
。

５
１
２
１
１

話題のひろば

＜Ⅲ＞

っ
て
、
神
戸
の
街
づ
く
り
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
開
宴
の
鏡

開
き
は
５
シ
の
４
斗
樽
に
弱
人
が
並
ぶ

豪
華
さ
。
乾
杯
は
、
島
田
前
議
長
が
音

頭
を
と
っ
て
、
会
場
は
エ
ド
モ
ン
ズ
大

学
の
教
授
陣
や
、
生
徒
た
ち
も
そ
ろ
っ

て
国
際
的
な
雰
囲
気
で
２
千
人
パ
ー
テ

ィ
が
盛
り
上
っ
た
。

（
昭
和
６
年
の
神
戸
生
れ
。
関
西
大
卒

業
。
狸
年
に
神
戸
市
議
初
当
選
現
在
７

期
目
。
溝
田
工
業
㈱
社
長
、
神
戸
弘
陵

高
校
、
姫
路
学
院
理
事
長
、
同
短
期
大

学
学
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
エ
ド
モ
ン

ズ
大
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
Ｓ
・
Ｉ
。
Ｔ
大

学
院
日
本
校
総
長
）

風格あるモードリンダの西神本社
三浦幸術社長夫妻も出迎えて

鱗…鍵”

鍵鋳識鱗
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鍵》
鐸

１
１２６
１

●佐藤梨栄マリンバリサイタル神戸市立博物館で
｢ 立派な伝統ある博物館での初リサイタルで緊張しまし
た」とマリンバの佐藤さん。６月2 3 日の夜開かれたプロ
グラムは、クラシックからジャズまで多彩。有限会社の
佐藤音楽事務所も開き、乗っている（T e l O 7 8 - 2 4 1 - O 9 2 1 ）

【
○
ｍ
両
目
○
四
○
の
●
病
○
ｍ
因
自
○
四
○
の
●
〆
（
・
）
画
面
目
○
国
○
の
●
周
○
ｍ
画
目
○
国
○
の

●神戸・べイ・シェラトン来年６月いよいよオープンノ
オープンまで丁度あと一年という６月2 5 日、コミュニ
ケーションパーティが神戸外人クラブで開かれた。社長
阿部信造氏の挨拶の後、料理長の里i 首隆氏が抱負を述べ
た｡ 神戸の新しい顔に、各業界は熱い視線を送っている。

●創業2 5 周年記念“群愛”の謝恩パーティー開く
さすが神戸の華僑は凄い。グルメファンの多い“群

愛" ( 施兆昌社長) が､ 創業2 5 周年記念を､ ６月1 2 日の夜ホ
テルオークラ神戸で開催1 0 0 0 人が集い祝った。５人の息
子達が成長し本店、南京町、大丸、飲茶､ 賓館と大迫力。

●ジョンパワーズ神戸スクールが船上パーティ
６月2 4 日( 月) 。中突堤からパルデメール号を貸し切っ

てジヨンパワーズ神戸スクール( 藤本統紀子校長) が、１
周年の記念パーティを開き夕暮れどきに出航｡ 1 5 0 人の人
々が､ ジャズや宝さがしに興じる神戸らしい催しだった。

鵜騨

鱗: 灘繍鼠農麗鞍

噸静§溌灘謬鵜

y唱式唾

毒
》
認

陰ﾖ

E 甲

聯
鴬
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:；鱗

●「北野プラムテラス」誕生
北野天満神社の“港が見える丘”に完成した、新しい
文化ゾーンの誕生を祝うパーティーが７月2 0 日に行われ
た。作家陳舜臣氏、画家中西勝氏を始めとする地元文化
人の挨拶からも､ その期待の大きさが伺えるものだった。

１
１２７
１

●姉妹都市ソ連のリガ市から彫刻家夫妻来神
神戸二紀会の彫刻家梶滋さんは、ヘンリームーア賞に
入賞した姉妹都市ソ連リガ市からオーヤス・フィルドバ
ードヌさん夫妻（彫刻家）と一緒に７月2 2 日編集室へ。
リガ市で個展を開催した梶さんとの文化交流が。

の
。
国
○
島
国
四
○
】
●
の
。
国
○
日
目
四
○
湾
●
の
。
届
○
』
四
四
○
】
●
一
の
○
国
○
告
曾
四
○
】

●リンちゃん（但馬久美）地元で初リサイタル
神戸出身の宝塚スター但馬久美さんが、７月2 0 日の夜
ホテルオークラ神戸で、初のリサイタルを。ニューヨー
クとパリとタカラヅカをテーマに、美しい照明と衣裳で
センシブルに唄い踊った。現役が3 0 人近く応援に…。

●ポートアイランダース1 0 周年を“シャルレホール”で
人口島ポートアイランドが1 0 周年を迎え、同じ年のハ
ワイアンバンドが､ ７月５日の夜、約2 0 0 人を前に存分に
演奏。今崎陽吉、伊藤正信、河田信秀、黒島健司、隅田
明宏さんら５人は中年花ざかりのハワイアンバンドだ。

３
１

騨蝉迂削
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暑中お見舞い申しあげます

佳生流華道
家元西村雲華
副家元西村公延

神戸市中央区野飾通３－３－２１
T E L O 7 8 - 2 2 1 - 6 2 3 9

財団法人

神戸市民文化振興財団

神戸市中央区江戸町9 ２
江戸町ＳＫピル７F
T E L O 7 8 - 3 3 2 - 3 3 2 0

1 9 9 1 年盛夏

( 財）小原流
家元小原豊雲
理事長小原夏樹

神戸市東漣区住吉山手４－１２－７０
T E L O 7 8 - 8 1 1 - 0 8 7 1

知 香流
家元成瀬香梅

神戸市滋
ＴＥＬ

区深田町２－３－４
0 7 8 - 8 5 1 - 8 1 1 3

書／国広節夫

専 正池坊
家元諸泉祐陽

神戸市束誕区住吉山手３－２－２１
ＴＥＬＯ７８－８１ｴ ｰ ﾕ 6 0 1

アート＆ソフイステイケーション
プロデュース

アートアソシエイツ
ジャパン社

代表取締役井垣貴子

神戸市中央区浪花町５９－３波
ＴＥＬＯ７８－３９２－２

花ピル２Ｆ
0 0 6

ミューズギャラリー神戸浪花ピル３Ｆ
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129

貞松・浜田

バレエ学園・バレエ団
貞松融・浜田蓉子

神戸市灘区畑原逝３－６－６
ＴＥＬＯ７８－８６１－２６０９

マオタミ

間苧谷明子

宝殿巾野上１２－－１２
T E L O 7 9 7 - 7 3 - 6 6 1 2

神戸ネオトロピカル
協会

会長森美代子

神戸市中央区山木通２－－２－７
T E L O 7 8 - 2 2 2 - 5 B 7 5

2 4 2 - 5 6 0 0

上田流尺入道
大師範臥龍軒

中 村心瞳

神戸市中央区琴錯町３－２－１２
磁中ピル３Ｆ

ＴＥＬ０７８．２２２－９１３０

瀞噌．．．

濁霞霞鴬帯:雛露天悪qマリ圃詞

…記w珊錘零％

モダンダンス

今岡頬子舞踊団
今岡碩子・加藤きよ子．

神戸市中央区三宮町１５
ＴＥＬ０７８画- 3 9 1 - 1 5 1 8

学校法人行吉学園

神戸女子大学
神戸女子短期大学
神戸女子大学瀬戸短期大学

理事良行吉哉女

神戸市中央区中山手通２２３－１
ＴＥＨ、０? ９２３１１００１

寺

■
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Ｐ

暑中お見舞い申しあげます
1 9 9 1 年盛夏

尾上菊見
神戸市須醗区須磨寺町４－４－６

ＴＥＬＯ７８‘- 7 3 1 . . 2 1 9 3

東京都渋容梗上原３‐･1 7 - . 1 5 . . 2 0 2
T E L O 3 - 3 4 6 5 - 3 6 8 7

声楽メゾ・ソプラノ

ヅキ上和。世

神戸市中央区1 1 砿山大魂寺
T E L O 7 8 - 3 7 1 - 5 8 3 8

花柳流日舞教室

; 柳勢会
花柳芳一勢

神戸市兵庫区下祇翻町1 0 . - 1 2
T E L O 7 8 - 3 6 1 - 4 5 0 9

一絃須磨琴保存会
小池美代子
三浦徳子
山崎八重子

神戸市須磨区割噌寺町４－６－８
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6

オリジナルフラワー
ミモザグループ主宰

佐藤悦枝
神戸市中央区下山手過5 - - 8 - 1 4 - 7 0 3

ＴＥＬＯ７８－３’1 1 - 5 6 0 5

南京町ギャラリー蝶屋

桧垣文子
神戸市中央区栄町２－８－１０
ＴＥＬＯ７８－３３１－３３８７

市 野弘之

丹波焼延年窯 須磨寺

小池義人

多紀郡今田町卜立杭
T E L O 7 9 5 - 9 7 - 2 2 1 2

神戸市須磨区須磨寺４－６－８
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6

丹波焼延年窯 須磨寺

市野弘之小池義人

多紀郡今田町上立杭神戸市須磨区須磨寺４－６－８
T E L O 7 9 5 - 9 7 - 2 2 1 2 T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6

害／国広節夫

財団法人

兵庫県文化協会
理事長林五和夫
神戸市中央区Ｆ山手通４－１６－３

T E L O 7 8 - 3 2 1 - Z 1 3 1

心のおしゃれ学院

学院長須貝智子
神戸市中央区花隈lN r 5 - 2 1 - 2 2 8

T E L O 7 8 - 3 5 1 - 5 O 3 5
F A X O 7 8 - 3 8 2 - - 0 7 6 8

マ ミーフラワーデザイン神戸
マミーフラワーデザインスクール

寺尾啓子
神戸掴嵯区田中町５－１．．１２
束漣スカイマンション7 ｊＬＯ
ＴＥＬＯ７８－４５３－３４６２

山崎臣平山崎臣平

神戸市垂水区舞子坂３－２２－３４
T E L O 7 8 - 7 8 3 - 1 9 0 0

M 1 戸市垂水区舞子坂３－２２－３４
T E L O 7 8 - 7 8 3 - 1 9 0 0
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131

_ …謹塑雫寓

花柳五三輔
神戸市長田区西山町４－７－１１
T E L D F A X O 7 8 - 6 2 1 - 3 2 0 9

教室／高遠憂田駅東北出口泉展ピル４Ｆ
ｒＥＬＯ７８－５７６－７７２５

水里画

九噸社主宰有馬柏鳳

神戸市須磨区白川台５．．５６２
T E L O 7 8 - 7 9 2 - 0 8 8 5

神戸焼・末汎窯( 元舞子焼）

南汎

神戸市西区神出同J 広谷6 2 3
ＴＥＬ0 7 8 - . 9 6 5 - 2 2 4 4

観 井会

吉井順一
西宮市甲子圃砂、町５－３
T E L O 7 9 8 - 4 7 - 7 6 5 1

日 木舞鋤

若由会
若柳吉由二

神戸市垂水区平磯４－２－３
０７８－７０６．０１１３ＴＥＬ

大和楽

蘭の会

総騨暴大和三千世
神戸市中央区中山手通７－１－１５

吾妻流口舞教室

吾妻秀扇
神戸市灘区篠原北町４－１１－８

T E L O 7 8 - 8 8 1 - 0 6 8 0

ギャラリー＆瑚疏サロン

兜子ら館
プチコンサート・フランス料理を錐う会

赤」琶恵以

翻戸噸蕃反櫛騨山手１－１３－４
07 8‐・88 1‐0 7 6 0

ざ『蒋謬甲霊９嘱爾馬９

神戸コンサート協会

代表中筋栄一
神戸市兵叩区淡川町3 －３．－２

ＴＥＬ0 7 8 . 5 1 1 - - . 5 2 2 3

関四日印文化協会
会長桑原泰業

神戸市北区鈴1 M 台東町９．．７－２６
ＴＥＬ０７８－５９１．５６３３
F A X O 7 8 - 5 9 3 - 8 8 5 7

雫霜霧

兵庫県文化賞受賞者懇話会
代表小林武雄

神戸市中央区Ｆ山手通４－１６－．３
県民会鉱

ＴＥＬＯ７８－３２１－２１３１

木彫・染侭教案

がれりや馬亜乃
木彫村上喜平
染色白石弘子
神戸輔鰐塑逓'－６

T E L O 7 8 - 2 4 2 - 5 0 0 5
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つ
と
め
て
き
た
の
が
村
山
盛
而
さ
ん
（
記
）
で
あ
る
。

村
山
さ
ん
は
牧
師
だ
っ
た
父
親
の
影
響
で
同
志
社
大
学

神
学
部
を
卒
業
後
、
徳
島
県
鳴
門
市
で
牧
師
を
し
て
い
た

が
、
賀
川
豊
彦
か
ら
請
わ
れ
て
昭
和
記
年
に
来
神
。
二
年
後

に
賀
川
没
後
、
こ
の
記
念
館
を
建
設
す
る
。
そ
し
て
賀
川
豊

彦
生
誕
百
年
の
準
備
に
走
り
回
っ
て
い
た
昭
和
“
年
に
激

務
の
中
で
脳
出
血
で
倒
れ
、
左
半
身
が
マ
ヒ
を
し
て
車
イ

ス
の
生
活
と
な
る
。
今
は
松
葉
杖
の
助
け
を
借
り
な
が
ら

一
人
で
動
け
る
ま
で
に
回
復
。
こ
の
六
月
に
は
ポ
ー
ト
ピ

ア
ホ
テ
ル
で
村
山
さ
ん
の
藍
綬
褒
章
受
章
の
祝
賀
会
が
も

た
れ
た
の
を
機
に
、
記
念
館
を
訪
ね
て
お
話
を
伺
っ
た
。

ｌ
病
気
に
な
ら
れ
て
ご
自
分
に
何
か
気
持
の
変
化
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

「
人
間
の
出
発
点
と
い
う
か
、
福
祉
の
出
発
点
を
改
め
て

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
い
て
言
葉
で
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

七
月
の
初
め
の
梅
雨
の
晴
れ
間
を
ぬ
っ
て
、
中
央
区
の

葺
合
警
察
署
の
西
隣
り
に
あ
る
賀
川
記
念
館
を
訪
ね
る
と

併
設
さ
れ
て
い
る
保
育
園
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。

こ
の
記
念
館
は
、
わ
が
国
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
も
そ

の
活
動
が
広
く
知
ら
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
も
挙

げ
ら
れ
た
故
賀
川
豊
彦
の
業
績
を
記
念
す
る
た
め
に
昭
和

詔
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
学
童
保
育
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
文
化
教
室
、
一

人
暮
ら
し
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
悩
ん
で
い
る
人
た

ち
の
た
め
の
夜
間
無
料
相
談
活
動
な
ど
を
続
け
て
い
る
。

と
く
に
一
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
今

で
こ
そ
神
戸
市
内
に
百
を
越
え
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
が
、

皿
年
前
に
最
初
に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
が
こ
こ
だ

っ
た
。
今
も
近
く
の
憩
の
家
を
利
用
し
て
別
人
程
の
お
年

寄
り
に
毎
月
二
回
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
記
念
館
の
設
立
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
館
長
を

１
１３２
１

病
気
に
な
り
福
祉
の
出
発
点
を
改
め
て

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ｌ
村
山
盛
嗣
氏
（
賀
川
記
念
館
館
長
）
に
聞
く

露

－－一
霧

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

神
戸
を

福
祉
の
街
ド

賀川記念館外観
( 中央区吾婆通）

橋
本
明
く
雛
駁
蕊
窯
〉

喝
＃
鯵鴬

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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鼎蟻

し
た
。
息
子
に
岩
波
新
書
の
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

と
い
う
本
を
買
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
読
ん
で
み
る
と
こ
ん

な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
目
的
が
〃
自
立
〃

だ
け
だ
と
考
え
る
と
植
物
人
間
の
よ
う
な
人
の
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。
リ
ハ
ビ
リ
の
目
標
は
自
立
の
み
で
な
く

〃
そ
こ
に
在
る
こ
と
〃
つ
ま
り
存
在
に
意
味
が
あ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
り
、
そ
の
言
葉
に
感
動
し
た

ん
で
す
。
身
体
の
障
害
の
た
め
に
今
ま
で
の
よ
う
に
は
で

き
な
く
て
も
、
人
間
の
存
在
そ
の
も
の
に
立
ち
返
り
、
再

出
発
を
始
め
よ
う
、
と
い
う
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
元
気
な
頃
、
こ
の
記
念
館
の
階
段
を
登
り
づ
ら
い

と
い
う
お
年
寄
り
に
向
っ
て
〃
や
る
気
が
あ
れ
ば
登
れ
る

は
ず
〃
と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
が
倒
れ
て
４
カ
月

後
に
退
院
す
る
時
、
ま
ず
こ
こ
の
階
段
を
上
れ
る
か
ど
う

か
試
し
て
み
た
ら
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
が
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
と
思

い
込
ん
で
い
た
た
め
に
お
年
寄
り
の
こ
と
が
理
解
で
き
な

＃

聾爵

藍綬褒章受章祝賀会で村山夫妻（中央) 。神戸で先鞭をつけた一人暮らし
老人への給食サービス

１
１３３
１

か
つ
た
ん
で
す
よ
。
眼
が
あ
い
て
い
な
が
ら
周
り
が
見
え

な
か
っ
た
。
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
う
一
度
周
り
を

見
回
し
て
み
る
と
、
障
害
を
も
っ
た
人
が
ず
い
分
多
い
の

に
気
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
」

村
山
さ
ん
は
、
土
の
な
い
今
の
記
念
館
は
子
供
に
と
っ

て
い
い
建
物
で
は
な
く
、
福
祉
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か

っ
た
自
分
の
失
敗
作
だ
っ
た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
も
な
く
訓
年
を
迎
え
る
こ
の
建
物
を
建
て
替
え
る
計

画
を
か
な
り
以
前
か
ら
検
討
し
て
い
た
が
、
村
山
さ
ん
の

思
い
が
け
な
い
病
気
で
し
ば
ら
く
延
期
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
度
は
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を
も
っ
た
人
間
の

立
場
か
ら
、
改
め
て
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
し
て
老
人
と
子

ど
も
と
が
共
に
在
る
建
物
に
造
り
な
お
し
た
い
、
と
村
山

さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
は
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
央
区
の
病
院
が
北
区
へ
移
転
す
る
の
で
、
神

戸
市
で
は
そ
の
跡
地
に
高
齢
者
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
拠
点
を
計
画
し
て
お
り
、
村
山
さ
ん
は
「
私
の
体
験
を

何
と
か
生
か
し
て
取
り
く
み
た
い
」
と
、
そ
の
事
業
を
記

念
館
で
引
き
受
け
る
こ
と
も
計
画
中
で
あ
る
。

倒
れ
て
か
ら
こ
の
８
月
で
４
年
め
を
迎
え
る
。
熱
っ
ぽ

い
語
り
口
か
ら
と
び
出
す
福
祉
に
対
す
る
意
見
は
鋭
く
、

夢
も
ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
あ
る
。

■

村山盛嗣館長

爵Ｐｔ篭

量感
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古家風
134

各
地
域
で
、
今
夏
最
高
の
暑
さ
を
記
録
し
た

七
月
二
十
三
日
、
恒
例
の
「
あ
り
ま
の
カ
ー
ニ

バ
ル
」
が
開
か
れ
た
。
今
年
は
、
一
一
十
三
、
二

十
四
両
日
の
夜
、
〃
有
馬
銀
座
″
の
歩
行
者
天

国
で
行
わ
れ
た
が
、
最
大
の
呼
び
も
の
は
、
今

回
で
五
回
を
迎
え
た
「
有
馬
ゅ
か
た
レ
デ
ィ
ー

ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
今
年
は
、
す
で
に
書
類
選

考
を
パ
ス
し
た
二
十
五
名
の
〃
ゆ
か
た
美
人
″

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
め
ざ
し
て
挑
戦
。
第
五
回
の

閣涯テーー’

丁ＥＬ(078)904-0701㈹

TEL仙氾)903-1,C２４

木遣りの樋臨勤片端
ＴＥＬ(078)904-0551

曙Ｐ

繍
定
山
渓
″
か
ら
も
参
加

今
年
も
燃
え
た

あ
り
ま
の
カ
ー
ニ
バ
ル

ゆ
か
た
レ
デ
ィ
ー
に
は
、
神
戸
市
内
で
病
院
勤

務
の
山
根
和
子
さ
ん
、
ま
た
、
準
ゆ
か
た
レ
デ

ィ
ー
に
は
、
大
栄
直
美
さ
ん
と
村
瀬
美
紀
さ
ん

が
決
定
し
た
。

今
回
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
、
姉
妹
提
携
を
結

ん
で
い
る
札
幌
市
の
定
山
渓
温
泉
観
光
協
会
青

年
部
の
高
瀬
詔
男
部
長
ら
七
名
も
参
加
、
北
海

道
物
産
の
店
を
開
い
て
、
定
山
渓
温
泉
の
ピ
ー

ア
ー
ル
に
一
役
買
っ
た
。

第う回有馬ゆかたレディース（中央が山根和子さん〕

TEL(078)904-0731

敷地内から涌きでる
日本蝋古の翼泉. 有醐温泉・

阪急ホテルチェーン

有馬W 三: - 面. 一ホラニル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技場

萄馬へルス制z ン亨一
ＴＥＬ(O78l904-2291

政府丑錐国際皿光旅館

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

自然の恵みを 欽山は典雅な
日本風の館です

国際１K月光旅館

●敏山
湯けむりに伝える
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職

E鯵
餅出

ＴＥＬ(078)904-0675
T E L E X 5 6 2 7 - I 1 5

豊澗鍵
籍＝

＆
口

( 上・左）定山渓温泉からの出店､ 北海道物産店″（上・右）郷土芸能熟寓助太鼓. も登場（下・左）賑った、ありまのカーニバル〃（下・右）有馬ゆかたレデイースコ
ンテスト

I 鯨

＃
篭

蕊

偶

籍

くつろぎの宿

浄・浅目

陵楓閣135

寺

野

贋黙

日本最長、延々、
五キロの空中旅情。
ＴＥＬＯ７８(8 9 1 ) 0 0 3 1

国際観光旅館

二Z 房アマ三ラブニフニー

六噸高馴罰先一
会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれ諌
有島がﾗ ﾝ Ｆﾎ ﾗ ﾙ

ＴＥＬ(078)904-0181

結婚式場を完備しています

蟻伝統と繕式を誇‘
奏斎
I 詞陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

雅ただようくつろぎの館

‘や匂桑霞紘
ＴＥＬ(078)904-0781

静寂さにつつまれた
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１
１３６
１

○
で
、
三

★
株
式
会
社
ド
ン
ク
、
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
エ
場
、
竣
工
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
開
か
れ
る
。

７
月
鯛
日
、
株
式
会
社
ド
ン

ク
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
竣
工
記新エ場で、乾杯｡ 〃

念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

こ
の
工
場
は
、
土
地
面
積
１

万
㎡
、
延
建
築
而
積
７
千
㎡
を

有
し
、
製
パ
ン
エ
場
、
製
菓
工

場
、
研
究
開
発
室
な
ど
阪
神
地

域
へ
の
供
給
と
ド
ン
ク
グ
ル
ー

プ
各
地
へ
の
全
国
商
品
供
給
地

と
な
る
。
１
９
０
５
年
創
業
以

来
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
顧
客

第
一
主
義
」
に
、
一
層
の
磨
き

が
か
か
り
そ
う
。

②
三
ｍ
ｍ
『
②

★
ユ
ー
ハ
イ
ム
・
コ
ン
フ
ェ
ク

ト
か
ら
ロ
ズ
モ
ン
ド
誕
生

８
月
１
日
新
発
売
さ
れ
た
ロ

ズ
モ
ン
ド
は
、
３
つ
の
焼
き
菓

子
が
楽
し
め
る
味
の
ト
リ
オ
。

ラ
ム
酒
の
香
り
豊
か
な
フ
ル
ー

ツ
ケ
ー
キ
と
粒
よ
り
の
大
納
言

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
抹
茶
ケ
ー

キ
、
軽
い
歯
ざ
わ
り
の
サ
ブ
レ

に
レ
モ
ン
ク
リ
ー
ム
を
サ
ン
ド

し
た
サ
ブ
レ
サ
ン
ド
と
３
菰
類ロズモンド

の
詰
合
せ
に
な
っ
て
い
る
。
素

朴
な
甘
さ
で
誰
に
で
も
好
か
れ

る
味
わ
い
の
ロ
ズ
モ
ン
Ｆ
は
、

⑫
．
入
１
０
０
０
円
、
副
二
入

１
５
０
０
円
で
好
評
発
売
中
。

夢
詞
『

★
伽
年
の
時
を
超
え
て

奏
で
る
音
色

フ
ァ
ミ
リ
ア
会
長
の
坂
野
通

夫
氏
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
オ
ル
ゴ

ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
同
に

公
開
さ
れ
る
、
一
・
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
オ
ル
ゴ
ー
ル
展
」
。
小
さ
な

宝
石
箱
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
オ
ル

ゴ
Ｉ

、ピアノ・フォルテ・ボックス”
凝な彫きがは本ル
つど刻く大形来も

蝋
､エロイカ″

た
細
工
が
施
さ
れ
た
音
楽
自
動

淡
奏
装
置
で
あ
っ
た
。
今
回
展

示
さ
れ
る
約
加
点
の
オ
ル
ゴ
ー

ル
の
中
に
は
剛
年
以
上
前
の
物

も
あ
り
、
当
時
の
人
々
が
聞
い

て
い
た
音
色
を
そ
の
ま
ま
耳
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
厳
し
く

調
律
さ
れ
た
そ
の
音
色
は
、
格

澗
高
い
風
格
と
共
に
時
代
を
越

え
た
芸
術
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

■
８
月
加
日
（
土
）
Ｉ
蝿
日
（
日
）

於
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス

入
場
料
￥
５
０
０

画
望
ロ
ン
Ｆ
ヨ
ヨ
『
■

★
神
戸
同
月
堂
か
ら

秋
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア

こ
の
秋
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
て
神
戸
風
月
堂

か
ら
耳
よ
り
な
情
報
。
〃
切
秋

の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
″
と
銘

打
っ
て
よ
り
佃
怪
的
で
思
い
出

に
残
る
結
婚
式
を
夢
み
る
お
二

人
に
、
新
し
い
提
案
を
し
て
く

れ
る
。
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
鴬

ホテルゴーフルリッツ

シ
で
は
歌
舞
伎
俳
優
の
片
岡
孝

太
郎
を
迎
え
て
、
最
新
の
和
装

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
を
紹
介
。
展

示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
披
露
要

各
コ
ー
ス
料
理
の
試
食
会
な神戸風月堂8 ８

ど
、
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

■
８
月
妬
日
（
日
）
的
時
Ｉ
Ⅳ
時

入
場
無
料
神
戸
風
月
堂
記
で

も
同
時
開
催

密
３
０
３
１
５
５
５
５

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

蕊
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１
１３７
１

『
○
で
一
○
ｍ

③
新
し
い
地
下
街

ア
ュ
オ
コ
ウ
ペ

「
Ｄ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
．

Ｊ
Ｒ
神
戸
訳
と
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン

ド
を
つ
な
ぐ
新
し
い
地
下
街
の
愛

称
が
、
７
月
把
口
の
撰
考
委
員
会

で
決
定
さ
れ
た
。
２
０
８
６
点
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、

鐘
表彰式

須
磨
区
の
曝
汗
美
紀
子
さ
ん
の
作

品
「
吟
醍
が
Ｋ
唖
醒
Ｅ
」
。
新

地
下
街
が
現
在
の
〃
サ
ン
こ
う
べ
〃

と
つ
な
が
ワ
て
、
新
し
い
魅
力
が

生
ま
れ
そ
う
だ
。

⑥
文
化
教
室
エ
リ
オ

一
日
講
座
の
ご
案
内

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

巾
級

８
月
江
口
（
水
）
６
１
８
０
河

★
新
鍋
記
者
の
視
点
Ｖ
Ｏ
Ｌ
、
２

蕊
レンジメント講座フラワーア

８
月
型
日
（
木
）
４
６
３
５
円

★
に
ぎ
り
寿
司
誰
習
会

８
月
記
鳳
（
月
）
７
２
１
０
円

リ
オ
文
化
教
室
ま
で
。

③
神
戸
開
港
漉
周
年
記
念

エ

サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
ー

港
を
共
に
歩
ん
で
き
た
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
感
謝
デ
ー
。

★
生
ビ
ー
ル
フ
ェ
ア
ー

日
時
２
打
加
日
’
９
月
釦
日

血
時
、
Ｉ
淫
時
抑
分

於
１
階
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

エ
リ
ー
ト
セ
プ
ン

③
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

サ
マ
ー
バ
イ
キ
ン
グ

８
月
皿
日
Ｉ
加
日
〈

時
）
俗
楽
の
間
に
て
。

０
０
円
、
小
学
生
４
５

鶏
②ユーハイムコ
プレゼント

Ｇ

－
５
Ｌ

葱
シ
ロ評

ジ

ンフェクトより

右頁でご剥介した新製品ロズ
モンド（ブルー･ ツケーキ・抹茶
ケーキ・サプレサンド＞の1 2 .
入を1 5 名様にプレゼント。素材
を生かした味わいとかわいい花
柄のパッケーージが魅力のとのお
菓子を一度お試し下さい。

ＰＲＥＳＥＮＴ
C０ＲＮＥＲ

▼
曜
募
方
法
⑧
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

畑
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
、
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
８
月
末

日
洞
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
皇
Ｊ
か

ら
当
選
葉
香
を
発
送
、
葉
書
を
持
己
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

篭

…！‘－－ｗＩｊ
③ホテルの色々な良さを知って欲しい

堀部美雪さん<蕊鞭羅雷タル＞
営業企画部所属で文化教室の企画、広

報を－．手にこなす堀部さん｡ ｢ 営業企画部
は、ホテルの統括的な要素があるので何
でも屋みたいなものですね｡ ｣ 日ごろから
あちこちのホテルを利用し、ホテルに対
する姿勢はさすがにプロ。休みには、ダ
イビング、カヌーでリフレッシュ。好感
の持てる爽やかな方。
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雲ア
イ
オ
ラ
、
彼
女
は
、
男
に
な

り
シ
ザ
ー
リ
オ
と
名
前
を
変
え

て
オ
ー
シ
ー
ノ
ー
公
爵
に
仕
え

る
。
そ
し
て
オ
ー
シ
ー
ノ
ー
の

恋
の
使
い
と
し
て
オ
リ
ヴ
ィ
ァ

の
元
へ
・
男
な
ん
か
と
お
高
く

す
ま
し
た
オ
リ
ヴ
ィ
ア
姫
は
、

そ
の
恋
の
使
い
に
一
目
惚
れ
。

恋
の
す
れ
違
い
、
取
り
違
え

勘
違
い
、
女
た
ち
の
お
祭
り
騒

ぎ
の
大
騒
ぎ
の
馬
鹿
騒
ぎ
。

☆
ナ
ッ
ヤ
ス
ミ
語
辞
典

８
月
お
日
（
金
）
ｌ
あ
日
（
日
）
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ａ
指
定
席
券
２
５

０
０
円
ｇ
指
定
席
券
３
５
０
０
円

カ
ブ
ト
、
ヤ
ン
マ
、
ア
ゲ
ハ

は
中
学
２
年
生
。
泳
ぐ
の
が
嫌

い
な
ヤ
ン
マ
が
プ
ー
ル
の
水
を

抜
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
（
し

て
、
プ
ー
ル
の
底
を
３
人
が
掃

基
よ
り
、
ソ
連
、
カ
ナ
ダ
、
ア

メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市

に
演
奏
旅
行
を
果
た
し
、
伽
の

初
来
日
で
は
、
久
々
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
よ
り
現
れ
た
世
界
第
一
級

の
カ
ル
テ
ッ
ト
と
し
て
、
称
賛

と
注
目
を
集
め
、
今
回
の
来
日

は
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

☆
黒
沼
ユ
リ
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

リ
サ
イ
タ
ル

９
月
Ｍ
日
（
土
）
旧
時
釦
分
開
演
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
２
７
０
０
円

１
９
５
８
年
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ

除
を
し
て
い
る
と
、
ウ
ラ
シ
マ

と
い
う
、
白
い
服
を
着
た
男
が

現
れ
、
周
囲
の
写
真
を
撮
り
ま

く
る
。
プ
ロ
で
は
な
い
が
、
な

ぜ
か
カ
メ
ラ
が
好
き
ら
し
い
。

話
し
て
み
る
と
、
ウ
ラ
シ
マ
は

坊
年
前
ま
で
の
記
憶
し
か
持
っ

て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ウ
ラ
シ

国
。
曇

☆
新
ブ
タ
ペ
ス
ト
弦
楽
四
重
奏

団新
ブ
タ
ペ
ス
ト
弦
楽
四
重
奏

団
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
弦
楽
演

奏
の
豊
か
な
伝
統
の
中
か
ら
充

分
な
恩
恵
を
受
け
て
、
現
在
世

界
屈
指
の
名
四
重
奏
団
と
し

軍
冨

新ブタペスト弦楽四重塞閉

パロヨるて続躍て
はツＩ。いけし活

ア
キ
ア
政
府
招
待
留
学
生
と
し

て
プ
ラ
ハ
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
学
、
１
９
６
２
年
栄
誉
賞
つ

き
で
卒
業
。
同
年
「
プ
ラ
ハ
の

春
」
国
際
音
楽
で
デ
ビ
ュ
ー
。

以
来
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

各
地
で
活
躍
。
１
９
７
０
年
に

は
長
年
の
チ
ェ
コ
音
楽
紹
介
の

功
績
に
対
し
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
府
政
よ
り
「
演
奏
芸
術

家
賞
」
を
受
け
る
。
初
メ
キ
シ

コ
市
に
黒
沼
ユ
リ
子
音
楽
院
を

開
校
し
、
メ
キ
シ
コ
の
未
来
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
育
成
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

”
腔
唾
榊
岬
趣
演
劇

☆
女
た
ち
の
十
二
夜

８
月
８
日
（
木
）
ｌ
把
日
（
日
）
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
６
０
０
０
円

Ａ
席
３
０
０
０
円

ま
ず
は
恋
の
虜
の
悩
め
る
男

オ
ー
シ
ー
ノ
公
爵
（
汀
夏
子
）
。

し
か
し
、
恋
の
相
手
オ
リ
ヴ
ィ

ア
姫
（
佐
藤
オ
リ
エ
）
は
、
無

情
に
も
会
っ
て
く
れ
な
い
。
次

に
登
場
す
る
の
は
、
若
い
女
ヴ

ナツヤスミ語辞典

黒沼ユリ子

ポスター芸術1 0 0 年展

☆
ポ
ス
タ
ー
芸
術
Ⅲ
年
展

７
月
即
日
（
土
）
’
９
月
１
日
（
日
）
神

戸
市
立
博
物
館
一
般
６
０
０
円
大
学

生
５
０
０
円
高
校
生
４
０
０
円

ポ
ス
タ
ー
の
芸
術
性
と
歴
史

的
重
要
性
に
注
目
す
る
と
こ
ろ

か
ら
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
は
フ

イ
リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
氏

が
長
年
に
わ
た
っ
て
ロ
ン
ド
ン

マ
は
妬
年
前
に
他
界
し
た
カ
ブ

ト
の
父
親
だ
っ
た
か
ら
だ
…
。

物
語
は
３
人
の
不
思
議
な
物
語

か
ら
始
ま
る
。ご

斎
１
１３８
１

を
中
心
に
意
欲
的
に
収
集
さ
れ

た
伽
点
に
及
ぶ
世
界
的
な
ポ
ス

タ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
継
承
し

た
。
本
展
は
、
そ
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
か
ら
時
代
の
転
換
を

示
し
た
優
品
、
知
ら
れ
ざ
る
逸

品
な
ど
加
点
を
厳
選
。
ポ
ス
タ

ー
史
の
系
譜
を
た
ど
ろ
う
と
す

る
も
の
で
美
術
品
と
い
う
狭
い

領
域
を
越
え
る
ア
ー
ト
と
し
て

ポ
ス
タ
ー
の
美
を
広
く
紹
介
す

る
展
覧
会
で
あ
る
。
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た
ち
の
落
ち
こ
ぼ
れ
子
弟
が
集

☆
ガ
イ
バ
ー

８
月
Ⅳ
日
（
土
）
よ
り
口
Ｉ
ド
シ
ョ
ｉ

「
ロ
ッ
ポ
ー
ー
カ
三
宮
」
に
て
一
殻
１
３

０
０
円
学
生
１
１
０
０
円

ユ
ニ
ッ
ト
・
ガ
イ
バ
ー
、
そ

れ
は
数
千
年
前
に
地
球
に
降
り

立
っ
た
外
宇
宙
の
知
的
生
命
体

が
残
し
た
超
生
体
兵
器
だ
っ
た

ユ
ニ
ッ
ト
・
ガ
イ
バ
ー
は
、
偶

然
に
も
セ
ガ
ワ
（
ゾ
ア
ノ
イ
ド

に
鰻
わ
れ
殺
さ
れ
た
科
学
者
）

☆
華
麗
な
る
音
楽
一
家
江
藤
俊
哉
ギ
ャ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

Ⅳ
日
（
土
）
四
時
開
演
神
戸
市
立
博

物
館
３
０
０
０
円

★
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
夕
べ

幻
日
（
火
）
廻
時
朋
演
神
戸
市
立
博

物
館
２
５
０
０
円

★
エ
レ
ガ
ン
ス
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
演
奏
会

９
月
６
日
（
金
）
四
時
開
餌
田
崎
ホ

ー
ル
３
０
０
０
円

☆
田
中
園
子
再
び
故
郷
へ
帰
る

９
月
皿
日
（
土
）
巧
時
朋
演
芦
屋
山

村
サ
ロ
ン
４
０
０
０
円

☆
神
戸
マ
リ
ン
バ
ソ
サ
エ
テ
ィ
犯
周
年

記
念
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
躯
日
（
日
）
鵡
時
訓
分
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル
２
０
０
０
円

☆
永
井
和
子
・
米
良
俊
一
モ
ー
ッ
ァ
ル

ト
ア
ー
ベ
ン
ト

９
月
四
日
（
木
）
四
時
開
放
神
戸
市

立
博
物
館
３
０
０
０
円

☆
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
お
も
し
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル９
月
型
日
（
日
）
型
時
開
放
ホ
テ
ル

ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
ス
ル
セ
ロ
ナ
の

園
音

楽 映
画 内

の
娘
ミ
ズ
キ
に
恋
す
る
大
学
生

シ
ョ
ー
ン
・
パ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
拾
わ
れ
た
。
ゾ
ァ
ノ
イ
ド
を

操
る
ク
ロ
ー
ス
社
の
フ
ル
ト
ン

バ
ル
カ
ス
は
、
失
わ
れ
た
ユ
ニ

ッ
ト
・
ガ
イ
バ
ー
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
ミ
ズ
キ
の
誘
拐
を
企

む
が
…
…
。

☆
ト
イ
・
ソ
ル
ジ
ャ
ー

８
月
中
旬
よ
り
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
２
」

一
般
１
６
０
０
円
大
高
生
１
４
０
０
円

舞
台
は
１
９
９
１
年
に
創
立

さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
全
寮
制
の

レ
ジ
ス
高
校
。
全
米
の
有
力
者

間
」
３
０
０
０
円

☆
た
の
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
２

９
月
銅
日
（
月
）
型
時
開
演
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル
－
３
０
０
円

★
東
京
芸
術
大
学
同
声
会
特
別
演
奏
会

９
月
”
臼
（
木
）
岨
時
訓
分
開
演
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

★
メ
ル
ヘ
ン
へ
の
旅
だ
ち

９
月
配
日
（
土
）
皿
時
釦
分
開
演
神

戸
市
立
生
田
文
化
会
館
・
２
階
大
ホ
ー

ル
２
５
７
０
円

★
ト
ラ
ッ
プ
一
家
物
語

９
月
７
日
（
土
）
８
日
（
日
）
葬
遡
抑
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
３
０
０
０

円
Ａ
席
２
０
０
０
円

☆
大
桜
剣
劇
団

９
月
蛸
日
（
木
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

蝿
時
褒
今
開
波
３
４
５
０
円

☆
新
制
作
座
公
演
「
坂
本
竜
馬
」

９
月
即
日
（
金
）
神
戸
寸
介
山
ホ
ー
ル

特
等
１
２
０
０
０
円
一
等
１
１
０
０

０
円
二
等
１
０
０
０
０
円

☆
花
伝
ツ
ア
第
弘
回
公
演
「
フ
ァ
ラ
オ

の
墓
」

９
月
犯
日
（
土
）
面
時
開
演
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
２
０
０
０
円

亀
演

劇

息
雫

イ
ー
、
ハ
ン
ク
の
５
人
組
は
札

つ
き
の
問
題
児
だ
っ
た
。
門
限

破
り
や
電
話
盗
聴
は
序
の
口
。

深
夜
地
下
室
に
集
ま
っ
て
は
フ

ー
ゾ
ク
嬢
と
の
エ
ッ
チ
な
コ
ー

ル
ま
で
楽
し
む
始
末
。
そ
ん
な

古
典
芸
能

蕊蓬錨議霊感
展展作師展

本名画術芸芸術画展博
画匠名画爾展展廊驚美
& 鯛嬢“；； & 術
ｌｌｌＩｌＩｌＩ

１９１２ 5 2 7 ２０ 1 ３６１

８８ 8 8 ８８８９
／／／／／／／／

★
切
須
磨
薪
能

調
日
（
木
）
遮
時
Ⅲ
波
須
磨
海
浜
公

園
特
設
舞
台
２
０
０
０
円

鶴鱗

女

トイ・ソルジャー

ヵ１１わ校ま
ルイ、け。る
ド、ジピと問
、リヨリリ題

ス
ナ
ッ
プ
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あ
る
日
事
件
が
起
き
る
。
過
激

派
グ
ル
ー
プ
の
ル
イ
ス
、
カ

リ
が
武
装
し
た
配
下
た
ち
を
連

れ
て
高
校
に
乗
り
こ
ん
で
き

た
…
。

★
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
の
方
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
映
画

名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン

カ
ル
チ
ャ
ー
・
映
画
係
」
ま
で
。

１
１３９
１
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了

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
』
で
大
阪
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
街
を
濁
っ
た

匂
い
で
と
ら
え
た
リ
ド
リ
ー
。
ス
コ
ッ
ト
監
督
の
、
こ
れ
は
一
九

九
一
年
作
。
カ
ラ
ー
。
二
時
間
八
分
。
こ
の
監
督
は
イ
ギ
リ
ス
生

ま
れ
の
こ
と
し
五
十
一
一
歳
。
一
九
七
七
年
、
そ
の
と
し
の
第
一
作

「
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
」
は
男
ふ
た
り
の
運
命
の
果
て
の
決
闘
が
、
西

洋
講
談
の
面
白
さ
と
時
代
色
を
は
ら
ん
で
実
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
。
レ
イ
ン
」
は
一
九
八
九
年
度
作
。
ラ
ス
ト
の
ね
ば

り
の
映
画
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ほ
と
ほ
と
お
ど
ろ
い
た
。
ニ
ッ
ポ
ン

が
、
オ
オ
サ
カ
が
、
昔
の
ア
メ
リ
カ
映
画
と
ち
が
っ
て
本
物
に
見

え
て
き
た
。

そ
の
彼
の
こ
の
「
テ
ル
マ
＆
ル
イ
ー
ズ
」
は
、
女
ふ
た
り
ア
メ

と
う
ひ

に
お

り
力
逃
避
行
。
ア
メ
リ
カ
が
画
面
か
ら
あ
ふ
れ
匂
う
。
そ
れ
も
あ

ら
く
れ
の
西
部
の
ア
メ
リ
カ
だ
。
テ
ル
マ
（
シ
ー
ナ
。
デ
ピ
ス
）

は
夫
が
い
る
。
た
だ
し
子
供
は
い
な
い
。
ル
イ
ー
ズ
（
ス
ー
ザ
ン
。

･峨扇蕊寿。サ
ラ
ン
ド
ン
）
は
独
身
で
レ

ス
ト
ラ
ン
の
給
仕
女
。
こ
の

二
人
は
学
校
時
代
の
親
友
。

そ
れ
で
二
人
で
思
い
き
っ
て

週
末
旅
行
を
き
め
こ
ん
だ
。

せ
い
ぜ
い
三
日
間
く
ら
い
。

ル
イ
ー
ズ
の
車
に
二
人
は
荷

物
を
つ
め
こ
ん
だ
。
そ
の
家

を
出
し
な
に
、
ル
イ
ー
ズ
は

ひ
き
だ
し
の
奥
に
か
く
し
た

ピ
ス
ト
ル
も
荷
物
の
な
か
に

ルイズ（左／スーザン・サランドン）とテルマ
（右／シーナ・デピス) 。女二人の逃避行。

つ
っ
こ
ん
だ
。

し
か
し
早
く
も
事
件
は
た
ち
ま
ち
や
っ
て
来
た
。
あ
ま
り
咽
喉

が
か
わ
い
た
の
で
二
人
が
ビ
ー
ル
を
呑
み
に
入
っ
た
店
、
そ
の
主

人
が
テ
ル
マ
の
目
つ
き
に
〃
俺
に
気
が
あ
る
〃
と
思
い
こ
み
、
店

の
表
で
テ
ル
マ
が
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
う
し
ろ
か
ら
羽

が
い
じ
め
に
し
た
。
〃
い
や
だ
よ
″
と
叫
ん
で
も
男
は
抱
き
し
め

た
両
手
を
は
な
さ
な
い
。
ル
イ
ー
ズ
は
店
の
ト
イ
レ
か
ら
ま
だ
出

て
き
て
く
れ
な
い
。
テ
ル
マ
を
掴
ん
だ
男
そ
の
中
年
の
オ
ッ
サ
ン

の
ご
と
き
男
の
片
手
が
テ
ル
マ
の
ス
カ
ー
ト
を
め
く
り
さ
ら
に
そ

の
手
を
奥
に
入
れ
た
と
き
、
ル
イ
ー
ズ
が
も
ど
っ
て
き
て
〃
止
め

る
シ
″
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
男
は
、
テ
ル
マ
か
ら
手
を
は
な
さ
な

い
で
〃
お
ま
え
も
俺
の
を
シ
ャ
ブ
ら
し
て
や
る
ぜ
″
と
笑
っ
た
の

で
、
荷
物
か
ら
と
り
だ
し
た
拳
銃
で
そ
の
男
の
顔
の
真
正
面
向
け

て
ブ
ッ
ぱ
な
し
た
。
男
は
顔
か
ら
血
を
吹
き
だ
し
て
ぶ
つ
倒
れ

た
。
も
う
こ
う
な
れ
ば
逃
げ
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。

二
人
は
逃
げ
た
。
ア
リ
ゾ
ナ
。
も
う
金
が
つ
き
た
。
テ
キ
サ
ス

か
ら
ル
イ
ー
ズ
は
夫
に
電
話
を
か
け
て
〃
と
に
か
く
六
○
○
ド
ル

い
る
ん
だ
″
と
泣
い
た
。
テ
ル
マ
も
恋
人
に
電
話
を
か
け
た
。
こ

さ
つ
じ
ん

人
は
恋
人
に
逢
い
、
夫
に
逢
い
、
金
も
手
に
入
れ
た
も
の
の
殺
人

者
な
の
だ
。
一
一
人
は
こ
れ
だ
け
は
夫
に
も
恋
人
に
も
打
ち
明
け
る

勇
気
が
な
か
っ
た
。
二
人
は
ま
た
逃
げ
た
。
し
か
し
西
部
の
州
か

ら
他
の
州
へ
と
逃
げ
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
に
、
一
一
人
は
西
部
の
一

本
道
で
若
い
学
生
ふ
う
の
男
の
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
を
拾
っ
て
や
っ

た
。
男
は
お
と
な
し
く
や
さ
し
か
っ
た
。
名
を
聞
く
と
〃
Ｊ
・

Ｄ
″
と
言
っ
た
。
な
ん
だ
か
ジ
ミ
イ
・
デ
イ
ー
ン
を
思
わ
せ
た
。

１
１４０
１

。

『
テ
ル
マ
＆
ル
イ
ー
ズ
』

ア
メ
リ
カ
の
こ
わ
さ
…

女
ふ
た
り
西
部
を
走
る
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逃げて、逃げて、逃げまくる。西部を走る女ニ
アメリカの、テキサスの、美しい風景を追いか
けるキャメラ。１０月上旬上映予定。

そ
の
夜
、
そ
の
男
と
気
が
合
っ
て
し
ま
っ
た
テ
ル
マ
が
こ
の
男
と

泊
る
と
言
い
出
し
て
、
道
ば
た
の
一
夜
泊
り
の
安
ホ
テ
ル
に
三
人

で
泊
っ
た
。
が
ル
イ
ー
ズ
は
馬
鹿
ら
し
い
の
で
別
の
部
屋
で
寝
た

の
だ
が
、
テ
ル
マ
は
Ｊ
・
Ｄ
と
ひ
と
つ
ベ
ッ
ド
で
抱
き
合
っ
た
。

あ
く
る
朝
、
テ
ル
マ
の
金
も
ル
イ
ー
ズ
の
金
も
盗
ま
れ
て
い
た
。

Ｊ
・
Ｄ
は
も
う
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

一
一
人
は
文
な
し
。
し
か
し
逃
げ
ね
ば
。
女
だ
。
気
が
つ
く
ま

い
。
二
人
は
銀
行
、
西
部
の
さ
さ
や
か
な
銀
行
に
と
び
こ
ん
で
、

油
断
み
す
ま
し
サ
ッ
と
拳
銃
を
抜
い
て
見
せ
た
。
お
ど
ろ
く
銀
行

員
。
金
は
簡
単
に
手
に
入
っ
た
。
二
人
は
ま
た
も
逃
げ
た
。
グ
ラ

ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
が
西
部
の
真
青
な
空
に
そ
び
え
て
見
え
た
。

の
一
本
道
を
遠
く
小
さ
く
見
え
て
走
る
女
二
人
の
車
を
、
そ
の
士

け
む
り
を
立
て
て
狂
っ
た
ご
と
く
走
る
車
を
キ
ャ
メ
ラ
が
見
す
え

る
よ
う
と
ら
え
て
い
た
。

×
×

こ
れ
は
も
う
お
気
や
つ
き
の
よ
う
に
、
一
九
六
七
年
に
ア
ー
サ
ー

・
ペ
ン
監
督
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
、
フ
ェ
イ
・
ダ
ナ
ウ

ェ
イ
の
「
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
」
の
女
性
版
だ
。

や
が
て
こ
の
西
部
を
走
る
女
二
人
の
車
、
そ
し
て
こ
の
二
人
が

ど
う
な
る
か
ま
で
を
打
ち
明
け
て
は
な
る
ま
い
。
難
と
言
え
ば
こ

こ
に
ア
メ
リ
カ
が
あ
っ

た
。
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、

ア
リ
ゾ
ナ
、
テ
キ
サ

ス
。
こ
の
映
画
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

と
い
う
他
国
民
の
入
り

こ
ん
だ
い
わ
ゆ
る
ア
メ

リ
カ
が
生
ま
れ
た
そ
の

ア
メ
リ
カ
を
避
け
、
西

部
の
こ
れ
こ
そ
が
ア
メ

リ
カ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

そ
の
西
部
の
荒
々
し
い

風
景
の
中
に
見
せ
、
そ

の
俳
優
は
い
つ
も
見
る
者
に
印
象
を
の
こ
す
。
「
タ
ク
シ
ー
・
ド

ラ
イ
バ
ー
」
（
一
九
七
六
）
そ
れ
に
「
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
」
も
実
に
い

い
。
こ
ん
ど
の
映
画
で
は
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
の
警
部
に
扮
し
、
こ
の

女
二
人
を
ど
う
に
か
し
て
救
っ
て
や
ろ
う
と
気
を
も
む
警
部
。
脚

本
は
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
中
の
こ
れ
ぞ
ア
メ
リ
カ
の
美
し
さ
を

加
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
メ
ラ
の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ヒ
ド

ル
は
「
デ
ュ
エ
リ
ス
ト
」
「
ウ
ィ
ロ
ー
」
（
一
九
八
八
）
な
ど
が
あ

る
が
、
こ
ん
ど
の
テ
キ
サ
ス
の
キ
ャ
メ
ラ
は
す
ば
ら
し
い
。

こ
の
キ
ャ
ス
ト
だ
。
シ
ー
ナ
ー
。

デ
ピ
ス
と
ス
ー
ザ
ン
・
サ
ラ
ン

ド
ン
が
年
を
く
っ
て
い
る
じ
ゃ

な
い
。
ス
ー
ザ
ン
は
「
プ
リ
テ

ィ
・
ベ
ビ
ー
」
が
美
し
か
っ

た
。
シ
ー
ナ
ー
は
「
ザ
・
プ
ラ

イ
」
「
ピ
ー
ト
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
」

こ
れ
も
少
女
と
は
申
せ
ま
い
。

も
し
も
こ
の
二
人
が
十
六
歳
前

後
な
ら
、
こ
の
映
画
す
ん
な
り

と
恐
怖
感
が
は
い
っ
た
で
あ
る

１
１４１
１

西部を走る女二人。

唖

う
が
、
亭
主
持
ち
と
愛

人
持
ち
と
言
う
と
こ
ろ

に
難
が
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
こ
れ
が
ア
メ
リ

カ
だ
と
リ
ド
リ
ー
・
ス

コ
ッ
ト
は
そ
う
言
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。共

演
者
に
ハ
ー
ベ
イ

・
カ
イ
テ
ル
が
い
る
・
そ
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